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（１）「畠」グループ 

① 研究代表者：畠 賢治 （（独）産業技術総合研究所ナノチューブ応用研究センター、上席研

究員） 

② 研究項目 

１．シート合成技術開発 

２．CNT シートを基板に貼って作るデバイスの製造技術開発 

３．異材料とのインテグレーション技術開発 

４．柔らかいデバイス開発 
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§§§§２２２２．．．．研究実施内容研究実施内容研究実施内容研究実施内容        

(文中に番号がある場合は（３－１）に対応する) 

 

2.1 CNT シートを基板に貼って作るデバイスの製造技術開発 

  

2.2 異材料とのインテグレーション技術開発 

 

2.3 柔らかいナノデバイスの開発 
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